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社員で考え社員のため

の労働運動を目指す、企業
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心とこころをつなぐ相互

扶助活動と、次代につなぐ
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ち
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
、
と

述
べ
、
結
成
の
意
義
を
強
く
訴
え
た
。 

 

続
い
て
準
備
委
員
会
か
ら
結
成
趣

意
書
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
綱
領
お
よ

び
基
本
理
念
が
提
起
さ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
の
意
見
集
約
の
後
、
代
表
に

よ
る
決
意
表
明
が
な
さ
れ
、
満
場
の

拍
手
に
よ
っ
て
新
組
合
『
ジ
ェ
イ
ア

ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
』
の
結

成
が
承
認
さ
れ
た
。 

  

Ｊ Ｒ 連 合 
 

菅
野
結
成
準
備
委
員
長
挨
拶 

新
組
合
結
成

に
あ
た
り
、
準
備

委
員
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
、 

仙
台
の
菅
野
で
す
。
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
に
あ
た

り
、
準
備
委
員
会
を
代
表
し
て
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
と
Ｊ
Ｒ
労
組

の
統
一
問
題
騒
動
は
、
昨
年
12
月
16
日

に
開
催
さ
れ
た
統
一
大
会
を
機
に
、
Ｊ

Ｒ
連
合
を
も
巻
き
込
み
、
Ｊ
Ｒ
労
働
組

合
運
動
を
大
き
く
左
右
す
る
事
象
に
発

展
し
ま
し
た
。
組
織
統
一
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
と
て
も
民
主
的
組
織
運
営
と

は
言
え
ず
、
言
葉
ば
か
り
の
民
主
主
義

を
並
べ
、
私
た
ち
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中

で
目
指
し
た
民
主
化
運
動
と
は
大
き
く

乖
離
し
て
し
ま
い
、
自
ら
の
組
織
を
民

主
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。 

 

 

ス
ッ
キ
リ
し
た
気
持
ち
で
最
後
の
ス
タ
ー
ト 

必
ず
ゴ
ー
ル
す
る
た
め
積
極
果
敢
な
実
践
を
！ 

 

綱  領 

１ 私たちは、自由にして民主的な労働運動を基調として運

動を進めます。 

２ 私たちは、組合員の基本的権利を守り、経済的・社会的

地位の向上に努めます。 

３ 私たちは、鉄道産業の持つ公共性・重要性・社会的責任

を認識し、ＪＲ東日本の健全な発展のために努力します。 

４ 私たちは、個人の尊厳を守り、社会正義を追求し、自由・

平等・公正で平和な社会の実現を目指します。 

５ 私たちは、理念を同じくする国内外の労働者と連帯し、

国際社会の平和の実現に貢献します。 

 

基本理念 

１ 社員で考え、社員のための労働運動を目指す
企業内労働組合 

２ 心とこころをつなぐ相互扶助活動と、次代に
つなぐ社会正義の実現を目指す 

 

て
く
れ
た
。
③
企
業
内
労
働
組
合
と

し
て
会
社
と
シ
ッ
カ
リ
議
論
で
き
る

労
使
関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い

く
。
④
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
将
来
を
継
承

で
き
る
社
員
の
労
働
組
合
を
構
築
さ

せ
継
承
す
る
こ
と
が
、
Ｊ
Ｒ
労
働
組

合
の
変
革
・
民
主
化
に
携
わ
る
私
た

ち
。 

  

 

 

挨
拶
に
立
っ
た
菅
野
結
成
準
備
委

員
長
は
、
①
Ｊ
労
と
の
統
一
問
題
で
、

東
ユ
ニ
オ
ン
が
私
た
ち
の
目
指
す
民

主
化
運
動
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て
し

ま
っ
た
。
②
民
主
化
闘
争
で
頑
張
っ

た
佐
藤
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、
栗
原
さ

ん
た
ち
が
私
た
ち
の
運
動
に
賛
同
し

て
く
れ
た
。 

 

 

 

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
労
働
組
合
（
Ｊ
労
）
と
の
余
り
に
も
拙
速
で
強
引
な
組
織
統

一
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
（
東
ユ
ニ
オ
ン
）
執
行
部
の
組
織
運
営
に
疑
念

を
抱
い
た
有
志
が
集
ま
り
、
５
月
10
日
、
東
京
都
三
田
の
電
力
総
連
ビ
ル
で

新
労
組
『
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
』
を
結
成
し
た
。 

 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

旗
を
残
す
た
め
の
大
義
と
し
て
い
た
統

一
理
由
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
労

組
組
合
員
の
加
入
拒
否
で
、
脆
く
も
崩

れ
去
り
ま
し
た
。
統
一
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日

本
労
働
組
合
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
で
の
労

働
運
動
に
「
Ｎ
Ｏ
」
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
の
で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
運
動
の
主
導
的
牽

引
を
し
て
き
た
民
主
化
闘
争
で
は
、
主

役
的
な
佐
藤
久
雄
さ
ん
、
吉
田
光
晴
さ

ん
、
栗
原
さ
ん
、
そ
し
て
在
職
助
役
と

し
て
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
で
初
め
て
加

入
し
て
い
た
だ
い
た
菅
谷
尚
司
さ
ん
の

４
人
全
て
が
統
一
に
は
反
対
で
あ
る
と

し
、
我
々
と
と
も
に
更
な
る
東
日
本
内

で
の
民
主
化
運
動
に
賛
同
し
て
い
く
と

表
明
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
を
脱

退
し
ま
し
た
。 

渡
辺
委
員
長
の
残
さ
れ
た
統
一
の
大

義
は
、
今
盛
ん
に
話
し
を
し
て
い
る
「
Ｊ

Ｒ
労
組
組
合
員
の
革
マ
ル
問
題
は
人
権

ま
す
。 

    

問
題
で
あ
る
」
と
し
、
Ｊ
Ｒ
労
組
と
の

人
権
闘
争
し
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
の
た
め
に

強
硬
な
組
織
運
営
で
統
一
を
進
め
た
の

か
、
そ
れ
と
も
中
央
の
役
員
に
何
ら
か

の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
様
々
な
疑
念
や
疑
問
を
懐
い
て

し
ま
う
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。 

そ
し
て
、
こ
の
騒
動
の
現
状
結
果
か

ら
、
私
た
ち
は
苦
渋
の
決
断
に
迫
ら
れ

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
皆
さ
ん
に
配
布

し
ま
し
た
結
成
趣
意
書
と
結
成
大
会
議

案
書
の
経
過
報
告
を
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
本
日
、
私
た
ち
は
苦
渋
の
決
断

を
し
て
こ
こ
に
集
ま
り
ま
し
た
が
、
決

意
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
で
ど
の
様
な
労
働
組

合
を
創
造
し
、
ど
の
様
に
労
働
運
動
を

展
開
し
て
行
く
の
か
を
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

    

私
た
ち
が
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
で
目
指

す
組
合
像
へ
の
理
念
と
信
念
は
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
企
業
内
労
働
組
合
と
し
て
、
会
社

の
社
会
的
信
頼
と
発
展
が
、
そ
こ
で
働

く
社
員
の
幸
せ
に
直
結
す
る
こ
と
を
土

台
と
し
、
そ
の
土
台
土
俵
の
上
で
社
員

の
代
表
と
し
て
、
会
社
と
労
働
条
件
の

向
上
、
労
働
環
境
改
善
を
し
っ
か
り
議

論
で
き
る
労
使
関
係
づ
く
り
を
大
切
に

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会

社
発
展
の
た
め
施
策
提
言
型
の
運
動
を

ベ
ー
ス
に
、
労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
も
果
た
せ
る
運
動
を
構
築
さ

せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
鉄
採
用
社
員
か
ら
Ｊ
Ｒ
採

用
社
員
へ
、
時
代
の
継
承
と
と
も
に
鉄

道
の
歴
史
と
責
任
も
継
承
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
員

と
し
て
の
資
質
を
上
げ
る
こ
と
は
基
よ

り
、
企
業
内
労
働
組
合
と
し
て
の
組
合

員
か
ら
の
資
質
向
上
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 
   

あ
る
と
考
え
ま
す
。
様
々
な
視
点
観
点

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
中
に
は
大
小
複

数
の
労
働
組
合
が
存
在
し
て
い
ま
す

が
、
国
鉄
時
代
へ
の
回
帰
を
思
わ
せ
る

よ
う
な
労
働
組
合
運
動
を
展
開
し
て
い

る
組
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
組
合
運

動
が
、
左
傾
化
し
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
、
危
惧
を
し
て
い
ま
す
。 

国
鉄
改
革
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
移
行
し
25

年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
社
員
の
半

数
が
Ｊ
Ｒ
採
用
と
な
り
、
社
員
の
年
齢

層
は
大
き
く
若
返
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
併
せ
て
仕
事
の
仕
方
、
考
え
方

も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、

職
場
内
で
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
Ｊ

Ｒ
東
日
本
内
の
労
働
組
合
の
本
質
は
、

無
関
心
さ
は
増
す
も
の
の
、
活
動
家
と

い
わ
れ
る
役
員
は
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
来
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

（
二
面
に
続
く
） 
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第
２
回
中
央
本
部
大
会 

平
成
26
年
７
月
12
日
（
土
） 

13
時
30
分
か
ら 

マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
大
宮 

会
議
室 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
２
‐
173 

 

で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

組
合
員
で
、
大
会
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
一
面
か
ら
続
く
） 

労
働
組
合
役
員
が
Ｊ
Ｒ
採
用
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
鉄
時
代
の
労
働
運
動
か

ら
変
革
で
き
な
い
状
況
が
、
今
日
の
Ｊ

Ｒ
東
日
本
内
の
労
働
組
合
情
勢
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
時
代
を
継
承

し
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
将
来
を
継
承
で
き
る

社
員
の
労
働
組
合
を
構
築
さ
せ
継
承
す

る
こ
と
が
、
Ｊ
Ｒ
労
働
組
合
の
変
革
・

民
主
化
に
携
わ
る
私
た
ち
に
与
え
ら
れ

た
責
務
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
鉄
道
人
生

の
中
で
の
最
重
要
課
題
で
す
。 

会
社
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
対
し
、

私
た
ち
も
会
社
に
提
言
し
、
と
も
に
目

指
し
目
標
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
企
業

内
労
働
組
合
と
し
て
の
最
大
の
責
務
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
で
き
な

か
っ
た
会
社
と
の
労
使
関
係
づ
く
り
を

大
切
に
、
労
使
協
議
・
交
渉
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。 

  

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン 

中
央
本
部
役
員 

役
職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

所
属 

執
行
委
員
長 

菅
野 

一
位 

仙
台 

総
括 

執
行
副
委
員
長 

秋
山 

順
一 

東
京 

組
織
部
長 

執
行
副
委
員
長 

飯
野 

 

浩 

仙
台 

総
務
部
長 

事

務

局

長 

国
井 

道
徳 

新
潟 

事
務
局
・
組
織
総
括 

執

行

委

員 

菅
井 

正
和 

東
京 

業
務
部
長 

執

行

委

員 

斉
藤 

弘
昭 

横
浜 

政
治
・
共
闘
部
長 

執

行

委

員 

和
知 

利
昭 

横
浜 

財
政
部
長 

執

行

委

員 

池
田 

庄
一 

新
潟 

教
宣
部
長 

執

行

委

員 

大
橋 

俊
明 

仙
台 

企
画
部
長 

執

行

委

員 

高
橋 

佳
昌 

東
京 

組
織
担
当
部
長 

会

計

監

査 

斎
藤 

 

修 

新
潟 

会

計

監

査 

添
田 

寿
男 

仙
台 

 

今
、
会
社
が
見
て
い
る
も
の
、
私
た

ち
が
新
た
に
結
成
し
た
組
合
か
ら
見
る

も
の
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
働
組
合
の

中
で
は
一
番
会
社
と
近
い
存
在
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
重
要
な

位
置
づ
け
と
な
る
私
た
ち
の
決
断
で
あ

り
、
今
回
の
新
組
合
結
成
に
い
た
る
行

動
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
の
結
成
が
、
会
社
を
担
う

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
社
員
や
現
場
を
担
う
Ｊ

Ｒ
採
用
社
員
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
得

力
の
あ
る
労
働
組
合
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。 

最
後
に
、
必
ず
や
私
た
ち
の
こ
の
決

断
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
将
来
に
大
き
な

変
革
を
も
た
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
と
、

自
信
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

離
合
集
散
の
部
分
だ
け
に
と
ら
わ
れ

ず
、
少
数
派
の
中
で
も
積
み
重
ね
て
き

た
自
信
と
信
頼
は
、
必
ず
や
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
将
来
に
継
承
で
き
る
と
確
信
を
持

っ
て
い
ま
す
。 

  
本
の
将
来
に
継
承
で
き
る
と
確
信
を
持

っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
ス
ッ
キ
リ
し
た
気
持
ち
で

最
後
の
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
次
は

最
短
距
離
で
必
ず
ゴ
ー
ル
す
る
た
め

に
、
積
極
果
敢
に
活
動
を
展
開
し
、
結

集
す
る
組
合
員
皆
さ
ん
の
行
動
の
実
践

を
強
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ

ン
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
中
で
第
一
組
合
・
責
任
組
合
に
躍

進
で
き
る
よ
う
に
、
鉄
道
人
生
の
最
後

を
か
け
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と
も
に
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

  

結成アピール 

本日、私たちは、東京都三田の電力総連ビルにおいて、ジェイ

アール・イーストユニオンを結成し、当面の方針を参加者全員で

確認し力強く展開していくことを満場一致で決定した。 

私たちがＪＲ東日本の中で目指す組合像への理念と信念は、こ

れまでと変わらず企業内労働組合として、会社の社会的信頼と発

展が、そこで働く社員の幸せに直結することを土台とし、その土

俵の上で会社との労働条件の向上、労働環境改善をしっかり議論

できる労使関係づくりをすることを確認した。併せて、会社発展

のため施策提言型の運動をベースに、労働組合としてのチェック

機能も果たせる労働運動を構築させることも確認もした。 

国鉄時代への回帰を思わせるような労働組合運動を展開してい

る組合もあり、組合運動が左傾化してきていることに危惧をして

いる。国鉄採用社員からＪＲ採用社員へ、時代の継承とともに鉄

道の歴史と責任も継承しなければならない。そのためには、企業

内労働組合として組合員からの資質向上にも取り組んでいかなけ

ればならない。 

私たちに課せられた労働組合の責務は、時代を継承しＪＲ東日

本の将来を継承できる次世代社員で、これからの労働組合を構築

させ、継承させることが最重要課題である。 

そのためには、私たちのジェイアール・イーストユニオンが、

会社を担うポテンシャル社員や現場を担う新規採用社員に、わか

りやすく説得力のある労働組合であることが望まれる。 

私たちは、今、スッキリした気持ちで最後のスタートをした。

後は、必ずゴールするために、積極果敢に活動を提起展開し、結

集する組合員の行動の実践を強くお願いする。 

ジェイアール・イーストユニオン（ＪＲＥユニオン）が、ＪＲ

東日本の中で第一組合・責任組合に躍進できるように、鉄道人生

の最後をかけてともに努力することもお互いに確認し約束した。

後は、結果のみである。 

ともに、頑張りましょう！ 

以上、宣言する。 

２０１４年５月１０日 

ジェイアール・イーストユニオン  

結 成 大 会 

 

 

組
合
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ん
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会
社
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の
承
認
手
続
き
は
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
組
合
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さ
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合
費
の
手
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め

な
ど
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労
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お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
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す
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な
お
、
本
部
の
住
所
は
仮
事
務

所
で
す
。
連
絡
事
の
あ
る
場
合
は

所
属
の
役
員
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。 

組
合
員
全
員
の
、
経
験
に
裏
付

け
さ
れ
た
知
恵
を
出
し
合
い
、
努

力
を
結
果
に
結
び
ま
し
ょ
う
！ 

 

 


